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「小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会」開催趣旨 

 

 

近年、小型衛星の低廉化やロケットの空きスペースに他の人工衛星を乗せる

相乗り衛星により、大学や民間による小型衛星の打ち上げと利用が増えてきて

います。 

 

北陸３県では、平成３０年度に金沢大学と福井工業大学がそれぞれ宇宙観測・

研究、産業育成・観光文化振興を目的として、平成３１年度に福井県民衛星技術

研究組合が宇宙産業創出育成・企業の技術力向上を目的として、小型衛星の打ち

上げを計画しています。 

 

衛星はデバイスの開発や取得データの利活用など裾野が広く様々な分野への

波及効果も期待されます。このため、研究会では北陸３県で小型衛星の打ち上

げを計画している関係者間で衛星の利用目的や計画について情報共有を図りま

す。 

 

一方、衛星の打ち上げには混信を避けるため予め使用する電波の周波数を他

国と調整する必要あります。このため、周波数の調整を円滑にするには小型衛星

の使用する電波の周波数帯、運用地域などをどのように決めていけばよいかケ

ーススタディをします。 

 

これらの結果は事例集・ノウハウ集として報告書にとりまとめ公表します。 

 

平成 29年 6月 
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「小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会」開催要綱（案） 

 

 

１ 名  称 

本研究会は「小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会」と称する。 

 

２ 目  的 
本研究会は、北陸３県で小型衛星の打ち上げを計画している関係者間で衛星の利用目的や計画

について情報共有を図るとともに、小型衛星の使用する電波の周波数の調整が円滑にできるよう、

使用する周波数帯、運用地域などの決め方をケーススタディして、これらの結果を事例集・ノウ

ハウ集としてとりまとめることを目的する。 

 

３ 調査研究事項 

（１）小型衛星の打ち上げ・利用動向に関すること 

ア 北陸３県での打ち上げ計画 

打上時期、目的、関係機関等 

イ 北陸３県での利用動向 

搭載機器（カメラ、センサー等） 

利用分野・内容（画像による森林管理、Ｘ線による宇宙観測等） 

今後の展望（デバイス開発等） 

  ウ 北陸３県以外で先行している事例 

（２）周波数調整に関すること 

  ア 国際周波数調整の制度の詳細 

  イ 小型衛星が利用可能な周波数、軌道等の諸元 

  ウ 国際電気通信連合への手続きまでに準備すべき事項 

  エ 事前公表資料及び通告資料作成時の注意事項 

  オ 国際周波数調整を円滑に行うための手法 

  カ 小型衛星の国際周波数調整の事例 

  キ 小型衛星が国内の無線局と調整すべき事項及びその事例 

 

４ 構成・運営 
（１）本研究会は総務省北陸総合通信局の主催とする。 

（２）本研究会の構成員は別紙のとおりとする。 

（３）本研究会に座長を置く。 

（４）座長は構成員の互選により定める。 

（５）座長は本会研究を招集し主宰する。 

（６）本研究会には必要に応じ構成員以外の者の出席を求めることができる。 

（７）座長は本研究会の終了後、結果を北陸総合通信局長に報告する。 

（８）本研究会は、原則として公開とする。ただし、公開することにより当事者又は第三者の権利 

及び利益並びに公共の利益を害するおそれがある場合、構成員間の率直な意見交換が損なわれ 

るおそれがある場合その他の座長が必要と認める場合は非公開とすることができる。 

（９）座長は上記のほか、本研究会の運営に必要な事項を定める。 

 

５ 開催期間 
  平成２９年６月から平成３０年３月までとする。 

 

６ 庶務 
  本研究会の庶務は総務省北陸総合通信局無線通信部企画調整課及び事務の請負業者が行う。 



 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２９年６月２７日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２９年１０月２日から施行する。 
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報道資料

平成29年6月20日

北陸総合通信局

小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会を開催

～ 北陸3県の関係者が情報を共有、周波数の国際調整に必要なノウハウを学ぶ ～

総務省北陸総合通信局（局長 吉武 久（よしたけ ひさし））は、北陸3県で小型衛星の打ち上げを計画している関係者、宇宙航空

研究開発機構（JAXA）、情報通信研究機構（NICT）を構成員とする「小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会」を開催しま

す。

北陸3県では、平成30年度に金沢大学と福井工業大学がそれぞれ宇宙観測・研究、産業育成・観光文化振興を目的として、平

成31年度に福井県民衛星技術研究組合が宇宙産業創出育成・企業の技術力向上を目的として、小型衛星の打ち上げを計画

しています。

衛星はデバイスの開発や取得データの利活用など裾野が広く様々な分野への波及効果も期待されます。このため、研究会で

は北陸3県で小型衛星の打ち上げを計画している関係者間で衛星の利用目的や計画について情報共有を図ります。

一方、衛星の打ち上げには混信を避けるため予め使用する電波の周波数を他国と調整する必要があります。このため、衛星の

周波数調整を専門とするコンサルタントに参加してもらい、周波数の調整を円滑にするには小型衛星の使用する電波の周波数

帯、運用地域などをどのように決めていけばよいかケーススタディをします。

JAXAからは国内での小型衛星の利用動向、NICTからは自らの小型衛星の利用事例を踏まえた助言をいただく予定です。

これらの結果は事例集・ノウハウ集として平成30年3月までに報告書にとりまとめ公表します。

1. 日時 平成29年6月27日（火） 13時30分～

2. 場所 北陸総合通信局 会議室

（石川県金沢市広坂2－2－60 金沢広坂合同庁舎6階）

 

3. 構成員 別表のとおり

（6月23日追記）

別表 構成員名簿の【オブザーバー】の氏名に誤記がありましたので訂正しました。

訂正後 髙井 郁大（たかい いくひろ）

訂正前 髙井 郁夫（たかい いくお）

4. 第1回研究会の主な内容

（1）開催趣旨の確認、開催要綱の承認、座長選出

（2）JAXAから超小型衛星の最近の動向の説明

（3）金沢大学から超小型衛星の打ち上げ・利用計画の進捗状況の説明

（4）総務省国際周波数政策室から小型衛星の国際周波数調整の説明

（5）意見交換

ご意見・ご提案 English
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連絡先

＜取材についてのお願い＞

第1回研究会の取材は、会の冒頭から「（4）総務省国際周波数政策室から小型衛星の国際周波数調整の説明」までとさせて

いただきます。

 

別表

小型衛星の打ち上げ・利用に関する研究会 構成員名簿

 

（敬称略・五十音順）

 

氏名 主要現職

【構成員】

小熊 博 （おぐま ひろし） 富山高等専門学校 電子情報工学科 教授

小出 孝治 （こいで たかはる）
宇宙航空研究開発機構（JAXA）

周波数管理室 室長

小杉 裕昭 （こすぎ ひろあき） 福井大学 産学官連携本部 客員教授

鈴木 健治 （すずき けんじ）

情報通信研究機構（NICT）

ワイヤレスネットワーク総合研究センター

宇宙通信研究室 主任研究員

中城 智之 （なかじょう ともゆき） 福井工業大学 電気電子工学科 教授

牧野 滋 （まきの しげる） 金沢工業大学 電子情報通信工学科 教授

八木谷 聡 （やぎたに さとし） 金沢大学 理工研究域 電子情報学系 教授

米德 大輔 （よねとく  だいすけ） 金沢大学 理工研究域 数物科学系 教授

【オブザーバー】

笠原 禎也 （かさはら よしや） 金沢大学 総合メディア基盤センター 教授

髙井 郁大 （たかい いくひろ） 北陸経済連合会 事務局長

西澤 弘純 （にしざわ ひろずみ） 福井県民衛星技術研究組合 事務局長

下線部分 平成29年6月23日誤記訂正
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無線通信部企画調整課

担当：鈴木、辻

電話：076－233－4470

ページトップへ戻る

サイトマップ  プライバシーポリシー  当省ホームページについて

c 2009 Ministry of Internal Affairs and Communications All Rights Reserved.
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第１回研究会 

平成 29 年 6 月 27 日 
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